
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
受
領

答

弁

第

一

五

四

号

内
閣
衆
質
一
七
六
第
一
五
四
号

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
片
山
善
博
総
務
大
臣
の
答
弁

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
片
山
善
博
総
務
大
臣
の

答
弁
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

片
山
総
務
大
臣
は
、
平
成
十
一
年
四
月
十
三
日
か
ら
平
成
十
九
年
四
月
十
二
日
ま
で
、
鳥
取
県
に
お
い
て
、
鳥
取
県
知
事

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
同
県
の
総
務
部
財
政
課
長
と

し
て
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
七
年
七
月
九
日
ま
で
同
県
の
総
務
部
長
と
し
て
、
予
算
編
成
を
担
当
す
る
役
職
に
あ

っ
た
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

鳥
取
県
に
よ
れ
ば
、
国
の
補
正
予
算
に
呼
応
し
同
県
に
お
い
て
編
成
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
で
そ
の
規
模
が
大
き
な

も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
片
山
総
務
大
臣
が
同
県
の
総
務
部
長
と
し
て
在
職
し
て
い
た
期
間
中
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら

の
�
一
般
会
計
補
正
予
算
の
名
称
、
�
補
正
予
算
の
総
額
、
�
そ
の
う
ち
国
庫
補
助
負
担
金
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お

り
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

�
平
成
四
年
度
一
般
会
計
九
月
補
正
予
算

�
二
百
二
十
三
億
千
四
百
万
円

�
七
十
八
億
八
千
万
円一



�
平
成
五
年
度
一
般
会
計
六
月
補
正
予
算

�
百
九
十
四
億
円

�
八
十
五
億
二
千
二
百
万
円

�
平
成
五
年
度
一
般
会
計
十
二
月
補
正
予
算

�
四
十
四
億
二
千
八
百
万
円

�
三
十
三
億
六
千
百
万
円

�
平
成
五
年
度
一
般
会
計
三
月
補
正
予
算

�
二
百
六
十
九
億
四
百
万
円

�
二
百
三
十
九
億
八
千
三
百
万
円

な
お
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
に
お
い
て
関
係
す
る
資
料
の
保
存
期
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

当
初
予
算
、
補
正
予
算
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
予
算
編
成
を
行
う
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
の
判
断
で
あ
る
が
、

一
般
論
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
は
、
当
初
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、
そ
の
財
源
見
通
し
の
範
囲
内
で
、
事

業
の
優
先
度
、
熟
度
、
補
助
金
対
象
と
な
る
こ
と
の
確
実
性
等
を
考
慮
の
上
、
適
切
に
事
業
を
選
択
し
、
必
要
な
予
算
を
計

上
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
平
成
二
十
二
年
度
の
普
通
会
計
に
係
る
予
算
に
追
加
さ

れ
る
地
方
負
担
額
（
以
下
「
追
加
地
方
負
担
額
」
と
い
う
。
）
の
見
込
額
五
千
六
百
七
十
億
円
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税

二



の
増
額
三
千
億
円
及
び
地
域
活
性
化
交
付
金
三
千
五
百
億
円
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
補
正
予
算
債
を
発
行
す

る
な
ど
、
各
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
適
切
な
財
源
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
よ
り
選
択
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
地
方
交
付
税
は
使
途
の
定
め
の
な
い
一
般
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
程
度
の
額
が
追
加
地
方
負
担
額
に
充
当

さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金

に
つ
い
て
の
政
策
評
価
を
行
っ
た
際
、
お
お
む
ね
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
事
業
に
取
り
組
む
た
め
に
「
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
」
又
は
「
有
効
で
あ
っ
た
」
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
地

方
公
共
団
体
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
の
地
域
活
性
化
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
「
円
高
・
デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
」
（
平
成
二

十
二
年
十
月
八
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
本
対
策
」
と
い
う
。
）
の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
で
あ
れ
ば
、
お
尋
ね
の
「
ソ
フ
ト
事

業
」
、
「
ハ
ー
ド
事
業
」
の
い
ず
れ
に
も
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

三



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
本
対
策
に
お
い
て
、
「
こ
れ
ま
で
住
民
生
活
に
と
っ
て
大
事
な
分
野
で
あ
り
な
が
ら
、
光
が
十
分

に
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
（
地
方
消
費
者
行
政
、
Ｄ
Ｖ
対
策
・
自
殺
予
防
等
の
弱
者
対
策
・
自
立
支
援
、
知
の
地
域

づ
く
り
）
に
対
す
る
地
方
の
取
組
を
支
援
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
実

情
に
応
じ
た
取
組
を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」
を
千
億
円
確
保
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
交
付
金
の
交
付
対
象
団
体
及
び
交
付
の
基
準
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
本
対
策
に
お
い
て
、
地
域
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
へ
の
取
組
を
始
め
、
地
方
公
共
団
体
の
役

割
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
緊
急
総
合
経
済
対
策
の
国
費
総
額
五
�
一
兆
円
」
は
、
平
成
二
十
二
年
度
第
一
次
補
正
予
算
の
う
ち
、
「
円

高
・
デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
」
四
兆
八
千
五
百
十
三
億
円
に
、
「
公
共
事
業
の
契
約
の
前
倒
し
（
ゼ
ロ

国
庫
債
務
負
担
行
為
）
」
二
千
三
百
八
十
八
億
円
（
限
度
額
ベ
ー
ス
）
を
加
算
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
「
円
高
・

デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
」
四
兆
八
千
五
百
十
三
億
円
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
向
け
の
補
助
金
等
及
び

交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
の
合
計
額
は
、
約
三
兆
九
百
七
十
五
億
円
で
あ
り
、
「
公
共
事
業
の
契

四



約
の
前
倒
し
（
ゼ
ロ
国
庫
債
務
負
担
行
為
）
」
二
千
三
百
八
十
八
億
円
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
向
け
の
補
助
金
等
の
国
庫

債
務
負
担
行
為
限
度
額
は
、
約
百
三
十
四
億
円
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

本
対
策
の
実
施
に
よ
り
、
公
的
固
定
資
本
形
成
が
増
加
し
実
質
国
内
総
生
産
を
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
民
間
最
終
消

費
支
出
が
増
加
し
実
質
国
内
総
生
産
を
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
押
し
上
げ
、
そ
の
他
の
需
要
項
目
の
増
加
に

よ
る
効
果
と
合
わ
せ
て
、
実
質
国
内
総
生
産
を
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
地
域
活
性
化
交

付
金
の
創
設
に
よ
る
実
質
国
内
総
生
産
の
押
上
げ
効
果
に
つ
い
て
、
予
算
規
模
を
基
に
機
械
的
に
試
算
す
れ
ば
、
全
体
の
効

果
の
う
ち
の
一
割
程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

ま
た
、
本
対
策
に
つ
い
て
は
、
二
十
万
人
程
度
の
雇
用
創
出
、
二
十
五
万
人
か
ら
三
十
万
人
程
度
の
雇
用
下
支
え
効
果
に

よ
り
、
合
わ
せ
て
四
十
五
万
人
か
ら
五
十
万
人
程
度
の
雇
用
創
出
・
下
支
え
効
果
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
は
厳
し
い
財
政
状
況
や
地
域
経
済
の
状
況
等
を
背
景
に
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

自
ら
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
透
明
性
を
高
め
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
向
上
に
努
め
る
な
ど
、
積
極
的
な
行
政
改
革

五



に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
が
主
体
的
に
考
え
、

ま
た
、
住
民
と
の
対
話
の
中
で
決
定
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
役
割
で
あ
る
財
源
調
整
機
能
と
財
源
保
障
機
能
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

地
方
税
等
と
併
せ
地
方
公
共
団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
の
総
額
の
適
切
な
確
保
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

六


